
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教科に関する調査の設問別の分析結果 
全国学力・学習状況調査 中学校数学Ｂ問題 ３（３） 

【出題の趣旨】 

表やグラフで与えられた情報を読み取り，事

象を数学的に解釈することができるかどうか，

また，問題解決の方法を数学的に説明できるか

どうかをみる。 
 
【学習指導要領の内容・領域】 
第２学年 Ｃ 数量関係 
（１） 具体的な事象の中から二つの数量を取

り出し，それらの変化や対応を調べる

ことを通して，一次関数について理解

するとともに，関数関係を見出し表現

し考察する能力を養う。 
イ 一次関数の取る値の変化の割合と

グラフの特徴を理解するととも

に，一次関数を利用できること。

 
 
蛍光灯と白熱電球について，総費用は一定の割合で増えることを数学的に解釈し，２つの総費用が等し

くなるときの使用時間を求める方法について，グラフや式などの「用いるもの」とその「用い方」を明ら

かにして説明する力 
 
 
○ 解答類型３について（４．２％） 
・ グラフを用いることについて記述しているが，説明が不十分であるもの 
⇒総費用が１次関数のグラフに示せることは理解できているが，そこから使用時間を求める方法

を説明できていない。 
○ 解答類型８について（１６．７％） 
・ 式や表や数値を用いることについて記述しているが，説明が不十分であるもの 
⇒式に表せば，使用時間がわかることは理解できているが，そこから使用時間を求める方法を説

明できていない。 
○ 上記以外の解答について（８．３％） 

⇒与えられた情報から，蛍光灯と白熱電球の総費用の関係を数学的に解釈できておらず，使用時

間を求める解答になっていない。 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

解答類型 
１ 

◎ 

２ 

○ 

３ ４ 

◎ 

５ 

○ 

６ 

◎ 

７ 

○ 

８ 左記 

以外 
無解答

本校の割合

（％） 
16.7 4.2 4.2 4.2 29.2 0 0 16.7 8.3 16.7 

 正答率 

本校 54.2% 

全国 19.1% 
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教科に関する調査の設問別の分析結果 
全国学力・学習状況調査 中学校数学Ａ問題 １０（１） 

【出題の趣旨】 

具体的な事象で，２つの数量の関係が反比例

になることを理解しているかどうかをみる。 
 
【学習指導要領の内容・領域】 
第１学年 Ｃ 数量関係 
（１） 具体的な事象の中にある２つの数量

の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見出し表

現し考察する能力を伸ばす。 
ア 比例，反比例の意味を理解する

こと。 

 
 
具体的な事象における２つの数量の関係が反比例の関係になることを，取り出した２つの数量の関係が

どのような式で表されるかなどを考えながら，選択肢の中から条件に合うものを選ぶ力 
 
 
○ 解答類型２について（４．２％） 

・ イ 「式が 
2xy =  となるもの」を選択しているもの 

  
○ 解答類型３について（２０．８％） 

・ ウ 「式が xy −= 100  となるもの」を選択しているもの 

 
○ 解答類型４について（８．３％） 

・ エ 「式が xy 80=  となるもの」を選択しているもの 

 
○ 解答類型５について（１６．７％） 

・ オ 「式が 
3
xy =  となるもの」を選択しているもの 

⇒２つの数量の関係が反比例になることを，与えられた文章から式をつくりだしながら判断する

ことができなかったり，反比例の特徴から判断することができなかったりしている。 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

解答類型 
１ 

◎ 

２ ３ ４ ５ 
無解答

本校の割合

（％） 
41.7 4.2 20.8 8.3 16.7 8.3 

 様式１ 

 正答率 

本校 41.7% 

全国 40.2% 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【単元名】 比例・反比例（第１学年） 

調査結果からみる課題 

 
【課題となる力】 

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数

学的に説明する力。 

 

取り出した２つの数量の関係を，表や式やグラ

フで表す力。 

 

【指導上の課題】 

問題解決の方法を数学的に説明するために，

「用いるもの」とその「用い方」を明確にしながら

説明する場の設定が不十分であった。 

指導改善のポイント 

 
日常的な事象を数学的に解釈し，問題解

決の方法を，「用いるもの」とその「用い方」を

明確にしながら説明させる。 

 
【指導の工夫】 

① 日常的な事象を取り上げ，そこから必要な

情報を選択しながら，数学的に解釈させ

る。 

② 問題解決の方法を，「表」や「式」や「グ

ラフ」を使って，その使い方を明確にし

ながら説明させる。 

 

 

○ 問題解決に必要な情報を予め不足させたり，余分な情報を入れたりしながら，数学的に

解釈することに意識を向けさせる。 

○ 与えられた未整理の情報から，問題解決に必要な情報に置き換えながら数学的に解釈

し，ワークシートの図に情報を書きこませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「用いるもの（表・式・グラフ）」とその「用い方（活用の仕方）」を明確にした，『説

明の話形』にしたがった説明をさせる。 

 

 

   （○分後に学校に着きます。） 
        （○○を使って次のように考えました。） 

        （○○○○・・・・・・・・・○○。） 

 

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 
全国学力・学習状況調査 中学校数学Ｂ問題 ３（３）Ａ問題 １０（１） 

② 問題解決の方法を「表」「式」「グラフ」を使って，説明させる。 

様式２ 

①  日常的な事象を取り上げ，必要な情報を選択しながら，数学的に解釈させる。

【問題】 兄と妹が７時半に家を出発し，

家から１０００ｍ離れた学校に向かって

います。兄が学校に着いてから，何分

後に妹は学校に着くでしょう？ 

【結論】 【理由】

【用いるもの】（表・式・グラフ）

【用い方】（活用の仕方） 

【追加の条件】 兄は家から２５０ｍ離れた郵便局の前を７時

３２分に通過し，妹は６００ｍ離れた交番の前を７時３６分に

通過しました。また，２人の歩く速さは一定とします。 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
本単元は，具体的な事象の中からともなって変わる２つの数量の変化や対応を調べることを通して，

比例・反比例の関係を見出し，表現・考察する力を伸ばすことを目標としている。比例については，

その言葉の意味や表・グラフを用いて特徴を表すといったことは小学校で学習し，中学校では式の一

般化等の学習をする。反比例については小学校では扱われていないので，具体的な事象の中で比例と

比較しながら，式の形や特徴を理解する必要がある。また，身のまわりの事象の中にある数量関係か

ら，積極的に比例・反比例の考え方を活用できるようにする。 

 
 
○ 全国学力・学習状況調査 Ｂ問題 ３（３） 

(1) 問題の概要 
蛍光灯と白熱電球の総費用について，総費用は一定の割合で

増えることを数学的に解釈し，２つの総費用が等しくなるとき

の使用時間を求める方法について，グラフや式などの「用いる

もの」とその「用い方」を明からにして説明する問題。 

 

(2) 出題の趣旨 
表やグラフで与えられた情報を読み取り，事象を数学的に解

釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができるかどう

かをみる。 

 

(3) 誤答の分析 

解答類型 
１ 

◎ 

２ 

○ 

３ ４ 

◎ 

５ 

○ 

６ 

◎ 

７ 

○ 

８ 左記 

以外 
無解答

本校の割合

（％） 
16.7 4.2 4.2 4.2 29.2 0 0 16.7 8.3 16.7 

解答類型３について（４．２％） 

・ グラフを用いることについて記述しているが，説明が不十分であるもの 

解答類型８について（１６．７％） 

・ 式や表や数値を用いることについて記述しているが，説明が不十分であるもの 

上記以外の解答について（８．３％） 

 

総費用が一次関数のグラフに示せることや，式に表せば使用時間がわかることなど理解してい

るが，そこから使用時間を求める方法の説明が不十分な誤答が多い。また，与えられた情報から，

蛍光灯と白熱電球の関係を数学的に解釈できず，説明に至らない誤答も多くみられた。 

 

(4) 指導上の課題 
事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明する力に課題がある。その説明の方法

については，「用いるもの」とその「用い方」を明確にしながら説明することが求められるが，そ

うした力を培っていくためには，自分の考えを説明する場の設定が必要である。その際，与えら

れた方法だけを用いて問題解決させるのではなく，生徒が問題解決のために数学を活用する方法

を見出すようにすることが求められる。 

中学校第１学年 数学科学習指導案 
 

日 時 ： 平成２２年１月１３日（水）  ５校時 

学 年 ： 第１学年 （男子９名 女子１６名 計２５名） 

単元名： 比例・反比例 

単元について 

様式３ 

調査結果からみる課題 



○ 全国学力・学習状況調査 Ａ問題 １０（１） 

(1) 問題の概要 
具体的な事象における２つの数量の関係が反比例の

関係になることを，取り出した２つの数量の関係がどの

ような式で表されるかなどを考えながら，選択肢の中か

ら条件に合うものを選ぶ問題。 

 

(2) 出題の趣旨 
具体的な事象で，２つの数量の関係が反比例になるこ

とを理解しているかどうかをみる。 

 

(3) 誤答の分析 

解答類型 
１ 

◎ 

２ ３ ４ ５ 
無解答

本校の割合

（％） 
41.7 4.2 20.8 8.3 16.7 8.3 

解答類型２について（４．２％） 

・ イ 「式が 
2xy =  となるもの」を選択しているもの 

解答類型３について（２０．８％） 

・ ウ 「式が xy −= 100  となるもの」を選択しているもの 
解答類型４について（８．３％） 

・ エ 「式が xy 80=  となるもの」を選択しているもの 

解答類型５について（１６．７％） 

・ オ 「式が 
3
xy =  となるもの」を選択しているもの 

２つの数量の関係が反比例になることを，与えられた文章から式をつくりだしながら判断した

り，反比例の特徴から判断したりすることができない。 

 

(4) 指導上の課題 
取り出した２つの数量の関係がどのような式で表されるかを考えさせたり，どのような特徴が

あるかを考えさせたりする活動が不十分であったと考えられる。 

 

 
 
 
(1) 指導内容・指導方法について 
「事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること」に課題があり，これまで

他の領域においても，これらの活動を意識して授業の中に取り入れてきた。 
「関数」の指導の意義として，「自然現象や社会現象などの考察においては，考察の対象の中に

ある対応関係や依存，因果などの関係に着目して，それらの諸関係を的確で簡潔な形で表現する

ことが有効である（新学習指導要領解説 p.44）」とあるように，前述の課題を克服するためには
最適な領域ともいえる。 
そこで，日常的な事象を取り上げ，未整理の情報の中から，数学的に必要な情報を選択しなが

ら問題を解釈させる。その際，比例・反比例の「表」や「式」や「グラフ」の特徴を明確にし，

問題解決の際の説明の根拠として活用させていく。すなわち，理由の述べ方として，「用いるもの

（表・式・グラフ）」とその「用い方（活用の仕方）」を意識させながら，説明させていく。 
 
 
 

指導改善のポイント 



(2) 「ことばの教育」との関連 
「言語技術」を活用した指導を通して，生徒につけたい力は次のとおりである。 
□ 与えられた情報から，事象を数学的に解釈する場面 
・・・■ 相手や目的に応じて必要な情報を整理して書く力 

□ 「用いるもの（表・式・グラフ）」とその「用い方（活用の仕方）」を使って説明する場面 
・・・■ 具体的な理由・根拠を明らかにして意見を書く力 

 
 
 
 
 
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量，図形などについて 

の知識・理解 
① 身の回りのいろいろな
問題を，関数の考えを利

用して解決しようとし

ている。 

② 身近な事象の中から，比
例の関係を見つけ，式に

表そうとしている。 

③ x の変域を負の数にま
で広げた比例のグラフ

をかこうとしたり，その

特徴を調べたりしよう

としている。 

④ 身のまわりの事象を，比
例や反比例の考え方を

利用して解決しようと

している。 

① ２つの数量関係に着目し，
変化や対応から比例の関

係を見いだすことができ

る。 

② 比例のグラフの特徴を見
出すことができる。 

③ ２つの数量関係に着目し，
変化や対応から反比例の

関係を見いだすことがで

きる。 

④ 比例のグラフの特徴と対
比して，反比例の特徴を見

いだすことができる。 

⑤ 身のまわりの事象を，比
例・反比例の見方や考え方

を通して考え，問題の解決

に利用することができる。

① 比例の関係を式に表した
り，変数 xの変域を不等
号を使って表すことがで

きる。 

② 座標平面に表された点の
位置を読み取ったり，与

えられた点を座標平面に

表したりすることができ

る。 

③ 比例のグラフをかいた
り，グラフから比例の式

を求めたりすることがで

きる。 

④ 反比例の関係を式に表す
ことができる。 

⑤ 反比例のグラフをかいた
り，グラフから反比例の

式を求めたりすることが

できる。 

① 関数関係の意味を理解
している。 

② 変数，定数，比例，比例
定数，変域の意味を理解

している。 

③ x座標， y 座標，座標
軸，原点などの意味を理

解している。 

④ 比例のグラフのかき方
やグラフの特徴を理解

している。 

⑤ 反比例，比例定数の意味
を理解している。 

⑥ 反比例のグラフの特徴
や双曲線について理解

している。 

 
 
 
（全１５時間） 

評     価 
次 学習内容（時数） 

関 考 表 知 評 価 規 準 評価方

法 
◎    ・ 身の回りのいろいろな問題を，関数の考えを利用

して解決しようとしている。（ア①） 一 

関数（１） 
・ 方程式，方程式の解

の意味を理解する    ○ ・ 関数関係の意味を理解している。（エ①） 

行動観察

ノート 
自己評価シート

○    ・ 身近な事象の中から，比例の関係を見つけ，式に
表そうとしている。（ア②） 

 ◎   ・ ２つの数量関係に着目し，変化や対応から比例の
関係を見いだすことができる。（イ①） 

  ○  ・ 比例の関係を式に表したり，変数 xの変域を不等
号を使って表すことができる。（ウ①） 

二 

比例の式（３） 
・ 与えられた条件か

ら比例の式を求め

る 
 

   ○ ・ 変数，定数，比例，比例定数，変域の意味を理解
している。（エ②） 

行動観察

説明 
ノート 
自己評価シート

  ◎  ・ 座標平面に表された点の位置を読み取ったり，与
えられた点を座標平面に表したりすることができ

る。（ウ②） 三 

座標（１） 
・ 座標の意味を理解

し，点を座標平面上

に表す    ○ ・ x座標， y座標，座標軸，原点などの意味を理解
している。（エ③） 

行動観察

説明 
ノート 
自己評価シート

単元の目標 

指導と評価の計画 



○    ・ xの変域を負の数にまで広げた比例のグラフをか
こうとしたり，その特徴を調べたりしようとして

いる。（ア③） 
 ○   ・ 比例のグラフの特徴を見いだすことができる。 

（イ②） 

  ◎  ・ 比例のグラフをかいたり，グラフから比例の式を
求めたりすることができる。（ウ③） 

四 

比例のグラフ（２） 
・ 比例のグラフの特

徴をとらえてかく 
 

   ○ ・ 比例のグラフのかき方やグラフの特徴を理解して
いる。（エ④） 

行動観察

説明 
ノート 
ワークシート

自己評価シート

 ○   ・ ２つの数量関係に着目し，変化や対応から反比例
の関係を見いだすことができる。（イ③） 

  ◎  ・ 反比例の関係を式に表すことができる。（ウ④） 五 

反比例の式（２） 
・与えられた条件から

比例の式を求める 
   ○ ・ 反比例，比例定数の意味を理解している。（エ⑤） 

行動観察

説明 
ノート 
ワークシート

自己評価シート

 ○   ・ 比例のグラフの特徴と対比して，反比例の特徴を
見いだすことができる。（イ④） 

  ◎  ・ 反比例のグラフをかいたり，グラフから反比例の
式を求めたりすることができる。（ウ⑤） 六 

反比例のグラフ（２）

・ 反比例のグラフの

特徴をとらえてか

く 
    ○ ・ 反比例のグラフの特徴や双曲線について理解して

いる。（エ⑥） 

行動観察

説明 
ノート 
ワークシート

自己評価シート

○    ・ 身のまわりの事象を比例・反比例の考え方を利用
して問題を解決しようとしている。（ア④） 

七 

比例・反比例の利用

（４）（本時４／４）

 
 
 
 
 

 ◎   ・ 身のまわりの事象を比例・反比例の見方や考え方
を通して考え，問題解決に利用することができる。

（イ⑤） 

行動観察

説明 
ノート 
ワークシート

自己評価シート

評価問題

※太枠部分が課題となる力を特に育成する時間 
 

 
 
 
（１）本時の目標 

日常的な事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を「用いるもの」とその「用い方」を明確に

しながら説明できる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

 

□音声計算トレーニングで比例のグ

ラフの復習をする。 

 

○ペアを組ませて，相互に相手意

識を持たせて解き方の確認をす

るようにさせる。 

 

 

 

 

 

○本時の目標を確認する。 

 

 

  

  

○「わかりやすく」説明するために

は，「用いるもの」とその「用い方」

を明確にすることが大切であるこ

とを意識させる。 

  

本時の学習 

１ 既習事項の復習をする。 

２ 本時の課題を把握する。 

★問題の解き方をわかりやすく説明しよう。

事象を数学的に解釈

し，問題解決の方法

を数学的に説明でき

る。 



○課題を把握する。 

 

 

 

・速さに関する情報不足のため，す

ぐには課題解決には至らない。 

 

 

 

 

○情報の不足に気付かせながら，

必要な情報や余分な情報を整理

することに意識を向けさせる。 

○身のまわりの

事象を比例・反

比例の考え方

を利用して問

題を解決しよう

としている。 

行動観察 

○条件を追加する。 

 

 

 

   

○２人のそれぞれの進む距離と時

間にはどんな関係があるだろう。 

・比例の関係にある。 

○速さが一定という条件から予想さ

せる。 

  

○比例の特徴を確認する。 

 

 

 

 

 

   

 

○ワークシートの図にわかっている

情報を書きこむ。 

 

 

 

 

 

 

   

○答えを求める方法を決める。 ○「用いるもの（表・式・グラフ）」を決

めさせる。 

ワークシート 

 

▲表・式・グラフの特徴を使いなが

ら，答えを求める。 

○個別指導しながら，問題を全員が

解けるまで待つ。 

 

 

▲説明の方法を考える。 ○結論と理由のつながりを明確にさ

せる。（ワークシートの『説明の話

形』にしたがって，「用いるもの」と

その「用い方」を入れながら説明

を考えさせる。） 

◎身のまわりの

事象を比例・反

比例の見方や

考え方を通し

て考え，問題

解決に利用す

ることができる。  

■それぞれの考え方をグループで

交流した後，発表する。 

 

 

  発表 

兄と妹が７時半に家を出発し，家から１０００ｍ離れた学校に向かってい

ます。兄が学校に着いてから，何分後に妹は学校に着くでしょう？ 

３ 与えられた情報から，事象を数学的に解釈し，問題解決に利用していく。 

相手にわかりやすく論理的に

伝える（理由と結論とのつなが

りを明確に） 

【表】 
χの値が２倍・３倍になると 
ｙの値も２倍・３倍になる。 

【式】 
ｙ＝ａχで表される。 

【グラフ】 
原点を通る直線になる。 

じっくり考える（熟考） 

しっかり学ぶ（受信）

兄は家から２５０ｍ離れた郵便局の前を７時３２分に通過し，妹は６００ｍ離れ

た交番の前を７時３６分に通過しました。また，２人の歩く速さは一定とします。 

はっきり表現する（発信） 



●ねらい－まとめ ■言語活動 ★発声 ▲熟考タイム □ドリル 
     ひろしま学びのサイクル  

 

 

 

 

 ワークシート 【情報を整理しながら問題を解釈し，個人思考で問題を解く】 

 
 

 

 ワークシート 【「用いるもの（表・式・グラフ）」ごとに，『説明の話形』にしたがって表現し発表する】 

     
 

 

●問題を数学的に解釈したこと，ま

た問題を解決する際に，理由とし

て「用いるもの（表・式・グラフ）」と

その「用い方（活用の仕方）」をう

まく使って説明したことを確認す

る。 

 

 

  

自己評価シート 

４ 学習を振り返り，まとめる。 

発表力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 正答率の変化と説明の仕方の変化について 
右のグラフは，評価問題※の正答

率をプレテストとポストテストで

比較したものである。正答率は若干

上がったものの，それほどの伸びは

見られなかった。 
ところが，正答・誤答にかかわ

らず，生徒が説明に使った「用いる

もの」で分類してみると，下のグラフになる。比例していることを前提として「表」「式」「グラフ」で

考えることができた生徒の割合は６０％近く上昇している。与えられた数値を計算することによって答

えを求めようとしていた解答から，事象を数学的に解釈し，比例していることを前提に「表」「式」「グ

ラフ」を使って説明しようとする解答が増えてきた。これは，改善授業で数学的に説明する際に，「用

いるもの（表・式・グラフ）」とそ

の「用い方」を明確にしながら書

く活動を取り入れたことによって，

説明の仕方がより論理的になった

成果であると思われる。 

                                                  
※ 時間と距離の関係が表されたグラフから，問題の意味を数学的に解釈しながら解く問題である。その考え
方を説明させ，正答誤答だけでなく，その説明に使った「用いるもの」とその「用い方」の変化を分析した。

評価問題の詳細については，最終ページに掲載している。 

検  証 

検証の方法 

分析・考察 

 様式４ 

検証の方法 
① 改善授業を実施する前の評価問題（プレテスト）の結果と，改善授業を実施した後の評価問

題（ポストテスト）の結果を比較する。その際，量的な検証だけでなく，考え方の変容や個

の記述の変容などの質的な検証を行う。 
② 改善授業後の生徒のアンケートを分析する。 
どのような力をみるか 

 日常的な事象を取り上げ，数学的に解釈しながら考え方を説明する場を設定することによっ

て，問題解決の方法を「用いるもの（表・式・グラフ）」とその「用い方（活用の仕方）」を

明確にしながら説明できるようになったか。 

調査結果の分析 
（課題の明確化） 

授業の実施 
（授業実践） 

授業計画の立案 
（授業改善案の作成）



2. 数学的に説明できるようになったかについて 
改善授業後のアンケート結果からも，以前に比べる

と，数学的に説明することができるようになったと実感

している生徒がほとんどである。 
また，「用いるもの」が変わったことに加えて，その

説明もより数学的になっている。以下，２人の生徒の記

述の変容をみてみる。 
２人の生徒はともに，プレテストにおいては，与え

られた数値を用いて説明しようとし，生徒Ａは誤答，生

徒Ｂは正答している。 
生徒Ａ（プレテスト）【数値による説明で誤答】  生徒Ａ（ポストテスト）【「表」による説明で正答】 

生徒Ａは，ポストテストでは２つの数量関係を比

例しているととらえ，「表」を使って数学的に説明

できるようになったことがわかる。 
 
 
 
生徒Ｂ（プレテスト）【数値による説明で正答】  生徒Ｂ（ポストテスト）【「式」による説明で正答】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

また，生徒Ｂも比例しているととらえ，「式」を

使って数学的に説明できるようになったことがわ

かる。 
このように，与えられた事象を比例であるととらえ，「表」「式」「グラフ」などの「用いるもの」を

選択し，その「用い方」を明確にしながら，説明できるようになった生徒が多くなっている。 
 
 
 
 



3. 説明する際の得意なものと苦手なものについて 
改善授業後のアンケートで，説明する際に「用いるもの」として，

得意なものを集約すると，右のグラフになる。 
半数以上の生徒が，比例であることを「表」を使って説明して

いくことが得意と考えている。「表」を得意とする生徒の理由とし

て，次のようなものがあげられる。 
 どのように２倍・３倍になっていくかを読み取ることが

でき，説明しやすいから。 

 関係が詳しくわかるから。 

 何倍したか，比例しているかどうかも表をみればすぐわ
かり説明しやすいから。 

「表」を用いることは，数学的に事象を解釈するときに，２つの数量の関係をとらえやすいと感じて

いる生徒が多いことがわかる。そのことが説明するときにも説明しやすくなると考えられる。 
また，「式」を使って説明することが得意と考えている生徒の理由としては，次のようなものがあげ

られる。 
 公式がわかっていれば，簡単に解くことができるから。 

 比例の式や反比例の式に当てはめると簡単に解けるから。 

「式」を用いることのよさとして，比例や反比例の式に代入することで，簡単に求めることができる

と考えていることがわかる。 
さらに，「グラフ」を使って説明することが得意と考えている生徒の理由としては，次のようなもの

があげられる。 
 見たときに，すぐに答えがわかって，読み取るだけでいいから。 

 一目見ただけでわかるため，説明しやすいから。 

「グラフ」を用いることのよさとして，視覚的に判断しやすく説明しやすいと考えていることが

わかる。 
 
次に，説明する際に「用いるもの」として，苦手なものを集約す

ると，右のグラフになる。 
７割近くの生徒が，比例であることを「式」を使って説明してい

くことが苦手であると考えている。その理由として，次のようなも

のがあげられる。 
 どの数字を当てはめたらできるのかが，わからないから。 

 x，yとかaという数字を入れて考えるのが難しいから。 
 方程式を使って解くのが苦手だから。 

事象を数学的に解釈し，「式」を用いて説明しようとするとき，

与えられた数量をどこに代入しなければならないのかが理解しにくく，また方程式を解くことにも苦手

意識があることがわかる。 
また，「グラフ」を使って説明することが苦手であると考えている生徒の理由としては，次のような

ものがあげられる。 
 グラフは比例の場合，直線になっているから，１つ点を打てば，それから直線をひくだけでい



いけど，説明がうまくできないから。 

 どのように説明すればいいのか分からないから。 

「グラフ」を用いることのよさとは別に，説明するとなれば，それを表現することの難しさを感じて

いることがわかる。 
 
 
 
指導改善のポイントである，『日常的な事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を「用いるもの」と

その「用い方」を明確にしながら説明させる活動を取り入れること』によって様々な変容がみられ，取

り組みの成果やそれまでの指導の課題が明らかになった。 
得られた成果は，次の３点である。 
○ 与えられた事象の中から，数値を計算して答えを求める解き方から，２つの数量関係が比

例していることを前提に，「表」や「式」や「グラフ」を用いて，より数学的に答えを求

めようとする解き方が多くなったこと。 
○ 多くの生徒が，数学的に解き方を説明できるようになったと感じていること。 
○ 「表」は２つの数量の関係がとらえやすいこと，「式」は代数計算のよさ，「グラフ」は視

覚的に変化をとらえやすいことなど，「用いるもの」のよさに多くの生徒が気づくことが

できたこと。 
課題としては，次の２点があげられる。 
○ 「式」を用いて説明することを苦手としている生徒が多く，与えられた数値をどこに代入

していいのか理解できていなかったり，方程式にも苦手意識がみられること。 
○ 「グラフ」を用いて説明することを苦手としている生徒が多く，そのよさとは別に，説明

に用いることを苦手としていること。 
新学習指導要領解説数学編に，第１学年の説明し伝え合う活動としての数学的活動の留意点は，「第

１学年においては，はじめからうまく表現したり適切に解釈したりすることを求めるのではなく，数学

的な表現に慣れ，自分なりに説明し伝え合う活動に取り組むことを大切にして，数学的な表現のよさを

実感できるようにし，漸次洗練されたものにしていくことを目指す（p.85）」と示されている。 
授業改善を通して，生徒は自分なりの表現方法で説明し，それらの方法のよさに気づくことができて

おり，成果があったことがわかる。一方で，方程式や比例の「表」「式」「グラフ」の定着を図るととも

に，次の学年での「一次関数の利用」などで，それらの表現の仕方をより筋道を立てて洗練されたもの

にしていく必要があることもわかった。 
 
 

成果と課題 



評価問題（プレテスト） 

1. 浩二さんと真一さんの２人が３０００ｍ走のタイムを計りました。２
人は同時にスタートし，それぞれ一定の速さで走りました。下の

グラフは，２人が出発してからの時間と走った道のりの関係を表

したものです。次の問いに答えなさい。【Ｈ２０基礎・基本７改】 

(1) スタートしてから４分後には，２人は何ｍ離れていますか。 
 

 

(2) 浩二さんがゴールしてから何分後に，真一さんはゴールし
ましたか。また，どのようにして考えたのか，その考え方も書

きなさい。 

 

 

 

 

 

評価問題（ポストテスト） 

1. 家から１２ｋｍ離れた森林公園まで，まさるくんは自転車
で，ひろしくんはオートバイで行きました。次のグラフは，

そのときの時間の経過と道のりの関係を表したものです。

次の問いに答えなさい。【Ｈ１９基礎基本７改】 

(1) 家を出発してから１２分後には，２人は何ｋｍ離れて
いますか。 

 

 

(2) まさるくんは，ひろしくんが森林公園に着いてから，
何分後に着きましたか。また，どのようにして考えた

のか，その考え方も書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



評価問題（プレテスト・ポストテスト）の解答類型 

問題番号 解答類型 類型番号

正答 １ ◎ 

上記以外の解答 ９ 

（１） 

無解答 ０ 

（正答の条件） 

２人の出発してからの時間と走った道のりについて，比例していることを前提として，次のこ

とについて記述しているもの。 

＜表を用いることについて記述している場合＞ 

 出発してからの時間と走った道のりの関係を表で調べること。 
 その表を用いて，何分後にゴールするかを求めること。 

＜式を用いることについて記述している場合＞ 

 出発してからの時間と走った道のりの関係を式で表すこと。 
 ゴールした時間を式から求め，何分後にゴールするかを求めること。 

＜グラフを用いることについて記述している場合＞ 

 出発してからの時間と走った道のりの関係をグラフで表すこと。 
 グラフの座標を読み取ることで，何分後にゴールするかを求めること。 

 

表を用いることについての記述があり，正答しているもの（３分後）。 １ ◎ 

表を用いることについての記述があるが，正答していないもの。 ２  

式を用いることについての記述があり，正答しているもの（３分後）。 ３ ◎ 

式を用いることについての記述があるが，正答していないもの。 ４  

グラフを用いることについての記述があり，正答しているもの（３分後）。 ５ ◎ 

グラフを用いることについての記述があるが，正答していないもの。 ６  

比例していることを前提としてではなく，与えられた数値を計算して説明し，正答しているも

の 

７ ◎ 

比例していることを前提としてではなく，与えられた数値を計算して説明し，正答していない

もの 

８  

上記以外の解答 ９ 

１ 

（２） 

無解答 ０ 

 

確認プリント（比例・反比例の問題）      月   日 

１年 （   ）番  名前（                ） 

 



1. 浩二さんと真一さんの２人が３０００ｍ走のタイムを計りました。２
人は同時にスタートし，それぞれ一定の速さで走りました。下の

グラフは，２人が出発してからの時間と走った道のりの関係を表

したものです。次の問いに答えなさい。 

(1) スタートしてから４分後には，２人は何ｍ離れていますか。 
 

 

 

 

 

 

(2) 浩二さんがゴールしてから何分後に，真一さんはゴールし
ましたか。また，どのようにして考えたのか，その考え方も書

きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認プリント（比例・反比例の問題）

      月   日 
１年 （   ）番  名前

（                ） 

 

答え 

考え方 

 

答え 



1. 家から１２ｋｍ離れた森林公園まで，まさるくんは自転車で，ひろしくんはオートバイで行きました。次のグラフは，
そのときの時間の経過と道のりの関係を表したものです。次の問いに答えなさい。 

(1) 家を出発してから１２分後には，２人は何ｋｍ離れていますか。 
 

 

 

 

 

 

(3) まさるくんは，ひろしくんが森林公園に着いてから，何分後に着きましたか。また，どのようにして考えたの
か，その考え方も書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学アンケート         月   日 

１年 （   ）番  名前（                ） 

 

比例・反比例の応用問題の授業に対して，あてはまるものを選んで，答えてください。 

1. 「問題の解き方をわかりやすく説明すること」について，質問します。 
(1) あなたは，「用いるもの（表・式・グラフ）」とその「用い方（活用の仕方）」をうまく使
って説明できるようになったと思いますか。 

答え 

考え方 

 

答え 



ア．以前からできている。 

イ．以前はできなかったが，できるようになった。 

ウ．今もできていない。 

エ．よくわからない。 

 また，どんなことから，そう思いますか。 

   

   

   

   

(2) あなたは，「用いるもの」の中で，「表」「式」「グラフ」のどれを使って説明することが，
得意ですか。また，それはなぜですか。 

ア．「表」   イ．「式」 

ウ．「グラフ」   エ．よくわからない 

  理由 

   

   

   

(3) あなたは，「用いるもの」の中で，「表」「式」「グラフ」のどれを使って説明することが，
苦手ですか。また，それはなぜですか。 

ア．「表」   イ．「式」 

ウ．「グラフ」   エ．よくわからない 

  理由 

   

   

   

(4) あなたは，「表」「式」「グラフ」を使って説明することのよいところ（メリット）は何だ
と思いますか？ 

ア．「表」のよいところ ・・・ 

 

イ．「式」のよいところ ・・・ 

 

ウ．「グラフ」のよいところ・・・ 


